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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 3,884,312 15,454,134

経常利益（千円） 111,601 773,835

四半期（当期）純利益（千円） 39,458 325,762

純資産額（千円） 6,438,578 6,500,627

総資産額（千円） 8,976,936 9,345,165

１株当たり純資産額（円） 696.00 703.31

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
4.33 35.72

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 70.7 68.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△319,018 994,058

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△8,241 △221,259

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△91,188 △265,282

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,463,789 2,882,286

従業員数（人） 2,036 2,006

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２. 売上高には、消費税等は含んでおりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権付社債等潜在株式の発行がな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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３【関係会社の状況】

 当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,036  

　（注）従業員数は、就業人員数であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 935  

　（注）１．従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数は当第１四半期会計期間において前事業年度末に比べ70人増加しております。その主な理由は、メ

カトロ関連事業における新卒者の採用によるものであります。

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

 5/21



第２【事業の状況】

１【販売の状況】

当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

メカトロ関連事業（千円） 1,599,306

ファシリティ関連事業（千円） 1,806,785

 コンテンツサービス事業（千円） 478,221

合計（千円） 3,884,312

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　　　　２．主要顧客（総販売実績に対する販売割合が10％以上）に該当する相手先はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

(１)業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した原材料高、円高の長期

化により、企業部門では収益の悪化から設備投資は減少し始め、家計部門も実質的な購買力を低下させております。

　当社グループのメカトロ関連事業の主要顧客である半導体業界は業績の低迷が顕著に現れ、一方、ファシリティ関連

事業においては、昨年の建築基準法改正の余波を受け、住宅着工件数が減少するなど不動産業界も混乱し始めており、

当社グループを取り巻く事業環境は不透明感が増大しております。

　このような状況の下、既存の商圏の守りの徹底と営業力の強化を図った結果、当第１四半期累計期間の売上高は3,884

百万円、営業利益は95百万円、経常利益は111百万円、四半期純利益は39百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　メカトロ関連事業におきましては、半導体業界は厳しい状況にありますが、液晶業界は回復の兆しが見え始めてお

り、また、昨年夏に株式を取得した東洋保全工業株式会社の業績が反映した結果、売上高は1,599百万円となりました。

　ファシリティ関連事業におきましては、以前から注力しておりますソリューションパートナーとしての提案型営業

が順調に伸展し、また、下半期に予定しておりました工事が前倒しで実施された影響も相俟って、売上高は1,806百万円

となりました。

　コンテンツサービス関連事業におきましては、ホール部門、イベント部門ともに順調に推移し、売上高は478百万円と

なりました。

(２)キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ418百

万円減少し、2,463百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は319百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益111百万円、賞与引

当金の減少額121百万円、たな卸資産の増加額149百万円及び法人税等の支払額220百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は8百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出6百万円等による

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は91百万円となりました。これは配当金の支払額91百万円によるものであります。
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(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　しかしながら、当社グループを取り巻く事業環境は、景気の停滞感がより強まり、“不透明”、“不確実”かつ“混沌

”とした状況になっておりますので、より慎重に経営の舵取りを行ってまいります。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めておりません。

(４)研究開発活動

　該当事項はありません。　

(５)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、当社グループは事業規模の拡大を実現すべく、人材開発力及び

営業力の強化を図るため積極的な採用活動を展開しておりますので、昨今の当社グループを取り巻く事業環境によっ

て引き起こされた市場変化により、先行投資負担及び稼働率の低下が懸念されるところであります。

　これらの要因に対処すべく、今年３月に開設した人材総合センターと関係会社を含む事業部門との緊密な連携に

よって稼働率の維持向上を図るとともに、当社グループ一丸となった組織的業務の取り組みによって経営効率化を推

進してまいります。

　次に経営戦略の現状と見通しにつきましては、メカトロ関連事業におきまして、業界は全般的に不透明感が増幅する

と予想されますが、新卒者の戦力化は順調に進んでおります。

　ファシリティ関連事業におきましては、引き続き厳しい事業環境ではありますが、ソリューションパートナーとして

の提案型営業が順調に伸展しており、同事業の業績は伸長するものと予想しております。

　コンテンツサービス関連事業におきましては、ホール部門、イベント部門とも引き続き順調に推移することが見込ま

れ、また、徹底した原価管理の効果により収益性も向上するものと予想しております。

(６)資本の財源及び資金の流動性についての分析

  当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、「(２)キャッシュ・フローの状況」に記載したとおり

であります。

　また、当社グループの流動性を示す指標は以下のとおりであり、安全性、安定性においては引き続き高い水準にあり

ます。

　
当第１四半期連結会計期間末

（平成20年６月30日）

　流動比率（％） 277.1

　固定比率（％） 63.2

　自己資本比率（％） 70.7

（注）　流動比率　　：流動資産÷流動負債×100（％）

　　　　固定比率　　：固定資産÷自己資本×100（％）

　　　　自己資本比率：自己資本÷総資本×100（％）

(７)経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、技術サービスを提供する企業として、建物・機械設備等の社会インフラに対するメンテナンス及び

エンジニアリング事業をアウトソーシングという形態で展開してまいりました。

　今後は、これらの事業をより強化して、これまで培ってきた技術のノウハウを活かしながら、技術と創造のソリュー

ションパートナーとして、顧客の成長をサポートするグループを目指してまいります。

　また、当社グループの経営の理念は、「至る処に主体となり、企業が担う使命に応え、善き家庭をつくり、善き会社を

つくり、善き社会をつくる」と設定しており、社員一人ひとりがこの理念に向けて絶えず努力するとともに、誠実で品

質の高いサービス提供をすることにより、会社として社会的使命を果たせるものと考えます。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,500,000

計 36,500,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,125,000 9,125,000

東京証券取引所

　　 大阪証券取引所

　　 各市場第二部

－

計 9,125,000 9,125,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日

　

－ 9,125,000 － 981,662 － 956,962

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　    6,100 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　9,118,600 91,186 －

単元未満株式 　普通株式　　    300 － －

発行済株式総数 9,125,000 － －

総株主の議決権 － 91,186 －

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社マイスター

エンジニアリング

千葉市美浜区中瀬

１丁目３
6,100 － 6,100 0.07

計 － 6,100 － 6,100 0.07

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 451 490 490

最低（円） 403 427 452

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,528,185 2,946,670

受取手形及び売掛金 1,910,824 1,992,260

原材料 5,046 4,479

仕掛品 169,524 22,018

未成工事支出金 47,875 49,847

貯蔵品 31,518 27,979

その他 283,075 247,639

貸倒引当金 △12,480 △4,460

流動資産合計 4,963,570 5,286,435

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,113,148 1,125,435

土地 1,087,070 1,087,070

その他（純額） 79,649 73,155

有形固定資産合計 ※
 2,279,868

※
 2,285,661

無形固定資産

のれん 214,481 238,277

その他 59,691 59,538

無形固定資産合計 274,173 297,816

投資その他の資産

投資有価証券 580,946 605,968

差入保証金 469,421 469,844

その他 432,534 423,914

貸倒引当金 △23,578 △24,475

投資その他の資産合計 1,459,324 1,475,252

固定資産合計 4,013,366 4,058,730

資産合計 8,976,936 9,345,165

負債の部

流動負債

買掛金 693,580 780,102

短期借入金 50,000 50,000

未払法人税等 78,277 235,060

賞与引当金 269,451 391,230

その他 699,940 643,747

流動負債合計 1,791,249 2,100,140

固定負債

退職給付引当金 583,231 580,398

役員退職慰労引当金 46,773 45,633
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

長期預り保証金 117,104 118,366

固定負債合計 747,108 744,398

負債合計 2,538,358 2,844,538

純資産の部

株主資本

資本金 981,662 981,662

資本剰余金 956,962 956,962

利益剰余金 4,314,329 4,366,058

自己株式 △3,099 △3,099

株主資本合計 6,249,854 6,301,583

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 96,885 111,772

評価・換算差額等合計 96,885 111,772

少数株主持分 91,837 87,271

純資産合計 6,438,578 6,500,627

負債純資産合計 8,976,936 9,345,165
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

売上高 3,884,312

売上原価 3,111,008

売上総利益 773,304

販売費及び一般管理費 ※
 677,312

営業利益 95,991

営業外収益

受取利息 114

受取配当金 2,651

受取補償金 1,928

助成金収入 11,358

その他 2,422

営業外収益合計 18,475

営業外費用

支払利息 1,340

支払補償費 1,522

その他 2

営業外費用合計 2,865

経常利益 111,601

税金等調整前四半期純利益 111,601

法人税等 67,575

少数株主利益 4,566

四半期純利益 39,458

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

14/21



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 111,601

のれん償却額 23,795

減価償却費 23,621

賞与引当金の増減額（△は減少） △121,778

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,833

その他の引当金の増減額（△は減少） 8,263

受取利息及び受取配当金 △2,766

支払利息 1,340

売上債権の増減額（△は増加） 81,435

たな卸資産の増減額（△は増加） △149,638

仕入債務の増減額（△は減少） △86,522

未払消費税等の増減額（△は減少） △14,368

その他の資産の増減額（△は増加） △35,193

その他の負債の増減額（△は減少） 70,814

その他 1,812

小計 △99,750

利息及び配当金の受取額 2,766

利息の支払額 △1,340

法人税等の支払額 △220,694

営業活動によるキャッシュ・フロー △319,018

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12

有形固定資産の取得による支出 △6,068

差入保証金の差入による支出 △3,635

その他 1,473

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,241

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △91,188

財務活動によるキャッシュ・フロー △91,188

現金及び現金同等物に係る換算差額 △47

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △418,496

現金及び現金同等物の期首残高 2,882,286

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,463,789
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

  重要な資産の評価基準及び評価方法の変

更

たな卸資産

　たな卸資産については、従来、主として最

終仕入原価法によっておりましたが、当第

１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、主として最終仕入原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）により算定しており

ます。

　この変更による営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響額は

軽微であります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当

該箇所に記載しております。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１. 固定資産の減価償却費の

　算定方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等

の見積りを考慮した予算を策定しているた

め、当該予算に基づく年間償却予定額を期

間按分して算定しております。

２. 繰延税金資産および繰延　

　　

　税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

ては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化

がないと認められるので、前連結会計年度

において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によって

おります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会

計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に

当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含め

て表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、577,699千円であ

　ります。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、554,842千円であ

　ります。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次
　 のとおりであります。　

　給与手当

　賞与引当金繰入額

　退職給付引当金繰入額

　役員退職慰労引当金繰入額

　減価償却費

229,478

40,599

2,820

1,140

14,272

千円　

　

　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
　 対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）　
（千円）　

　 　現金及び預金勘定 2,528,185 　

　 　預入期間が３か月を超える定期預金 △64,396 　

　 　現金及び現金同等物　 2,463,789 　
    

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日

至　平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　9,125,000株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,199株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

  配当金支払額

　

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 91,188 　　10.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

 
メカトロ
関連事業
（千円）

ファシリ
ティ関連事
業

（千円）

コンテンツ
サービス
事業

（千円）　

計
（千円）　

消去又は
全社

（千円）　

連結
（千円）　

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,599,306 1,806,785 478,221 3,884,312 － 3,884,312

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 141 7,198 7,339 (7,339) －

計 1,599,306 1,806,926 485,419 3,891,652 　(7,339) 3,884,312

営業利益 99,177 36,985 28,702 164,865 　(68,874) 95,991

　（注）１．事業区分の方法

事業は、市場の類似性により区分しております。

２．各区分に属する主要な業務内容

事業区分 主な事業内容

メカトロ関連事業

・半導体製造装置、液晶製造装置、医療電子機器、各種産業機械の試験、調整、メン

テナンス業務

・自動車、自動車関連部品の設計、評価、実験

・上記に係る技術者等の派遣・人材紹介業務

ファシリティ関連

事業

・ホテル・ショッピングセンター等の大型ビルの常駐施設管理、点検整備及び小

規模ビルの巡回点検等のメンテナンス業務

 ・建築設備全般の設備更新、増設、改良工事、修理、省エネルギー化工事等の

　 エンジニアリング業務

 ・ホテル運営及び商業施設の賃貸業務

・上記に係る技術者等の派遣・人材紹介業務

コンテンツサービ

ス事業

・スタジオ・ホール・会議場の運営管理及びイベントのプロデュース業務

 ・放送・通信設備のシステム設計、保守管理業務

 ・デジタルコンテンツ制作業務 

・上記に係る技術者等の派遣・人材紹介業務

３. 会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結

　会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用して　　

　　

　おります。この変更による営業利益に与える影響額は軽微であります。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）において、本邦以外の国又は地域に

所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）においては、連結売上高の10％未満

であるため、海外売上高の記載は省略しております。 

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

18/21



（有価証券関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　著しい変動がないため記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 696.00円 １株当たり純資産額 703.31円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.33円
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、新株予約権付社債等潜在株式の発行がないため
記載をしておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 39,458

普通株主に帰属しない金額（千円） 　　　　　　　　－

普通株式に係る四半期純利益（千円） 39,458

期中平均株式数（株） 9,118,801

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　著しい変動がないため記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月11日

株式会社マイスターエンジニアリング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷上　和範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　芳宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マイスター

エンジニアリングの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４

月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マイスターエンジニアリング及び連結子会社の平成20年６月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期　　

　報告書提出会社）が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	簡便な会計処理
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

